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　倉敷市児島と玉野市の境に位置する標高 234m の小
高い山で、花崗岩の巨岩・奇岩の造形美が連なる景勝地。
瀬戸内海国立公園に指定されており、山頂からは瀬戸
大橋の全景、瀬戸内海の多島美、対岸の四国連山のパ
ノラマが一望できる。
　山腹に沿って遊歩道が整備されており、春にはサク
ラやツツジなどが咲き誇る手頃なハイキングコースと
して親しまれている。さらに切り立った崖の上にはパ
ラグライダーのフライトポイントがあり、全国でも屈
指のパラグライダーフライト場としても有名。

王子が岳
おうじがたけ
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　岡山県印刷関連産業協議会主催の「新年互礼会」が
１月 13 日（金）にアークホテル岡山で開催されました。
　当日は、岡山県印刷工業組合、岡山県製本工業組合、
ジャグラ岡山県支部の組合員と賛助会員（印刷関連企
業）の方々 170 名が集い盛大に開催されました。
　最初に、参加者全員による国歌斉唱を行い、続いて
昨年お亡くなりになった佐藤真治県議会副議長のご冥
福を祈り全員で１分間の黙祷を行いました。
　続いて主催者を代表して大塚泰文会長が開会の挨拶
を行いました。
　ご来賓の方からは、山下たかし衆議院議員、石井正

弘参議院議員、片山虎之助参議院議員、吉本けんじ岡
山市議会議員の皆様からご挨拶を頂きました。
　そして、ご来賓の方々による鏡開きの後、土師健嗣
副会長の乾杯の音頭で互礼会が始まりました。
　また、協議会の企画委員会メンバーによる「抽選会」
が行われ当選者は今年は縁起がよいと喜ばれるなど、
最高に盛り上がった新年互礼会でした。
　最後に、大谷 博副会長から今年１年がお互いに良い
年になるようにと祈念して、力強い１本締めで閉会し
ました。

大塚会長

懇親会

吉本けんじ市議会議員

山下たかし衆議院議員

土師副会長

片山虎之助参議院議員

大谷副会長

■ 岡山県印刷関連産業協議会主催

　平成 29 年　「新年互礼会」開催
■ 平成 29 年１月 13 日（金）　■ アークホテル岡山

石井正弘参議院議員
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　平成 28 年度下期「中国地区印刷協議会」が、岡山市
で開催されました。
　会議には、中国地区５県から 43 名の役員が参加。
　全日本印刷工業組合連合会からは、細井俊男副会長、
生井義三専務理事が出席されました。また、オブザー
バー参加で四国印刷協議会会長の奥田章雄会長も出席
されました。
　会議は最初に岡山県印刷工業組合の大塚泰文理事長
から開会の挨拶と中国地区印刷協議会会長の中本俊之
氏から、半年に１回行われる中国地区印刷協議会で各
県工組が抱える課題や問題について意見交換を行い、
何か一つでも参考になることを持って帰って頂き、実
行して頂きたい。と挨拶がありました。
　続いて全印工連の生井専務理事から、現在、全印工
連が取り組んでいる事業についての報告がありました。
　その主な項目は以下の通りです。
　１， 経済産業省「コンテンツ産業強化支援事業」の

受託及び推進について
　２， 官公需取引に関するアンケート調査の結果につ

いて
　３，遠隔教育システムの導入について
　４， ダイバシティ「印刷業で働く多様な人材の活用」

アンケートの結果について
　５， 第 10 回 MUD コンペティションの審査結果につ

いて
等の事業報告がありました。また、併せて全印工連が
行っているサービス事業についても説明がありました。
　全体会議の後、各分科会が開催され委員会毎の課題
について審議されました。
　岡山県工組からの分科会出席者は以下の通りです。

　・理事長会　大塚泰文理事長
　・ 経営革新マーケティング委員会　池上鎌三郎副理

事長、藤原 守副理事長
　・ 環境労務委員会　味野浩一副理事長、廣野貴大副

理事長
　・教育研修委員会　西尾源治郎副理事長
　・ 組織共済委員会　廣野景治副理事長、栗平靖彦専

務理事
　分科会の後、各分科会で審議された内容についての
報告が各委員長から行われ会議は終了しました。

開会挨拶
大塚泰文理事長

中国地区印刷協議会
会長 中本俊之氏

全日本印刷工業組合連合会 
生井義三専務理事

　平成 28 年度下期　「中国地区印刷協議会」開催
■ 平成 29 年２月 17 日（金）　■ アークホテル岡山

全日本印刷工業組合連合会 
副会長 細井俊男氏
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　昨年 11 月に厚生労働省の助成金事業「中小企業最低
賃金引き上げ支援対策補助事業」（業種別中小企業団体
助成金）の提案を受けて、役員会で事業内容を検討し
セミナーを開催しました。
　今回の助成金事業の目的は、デジタル化の進展で厳
しさの増す印刷業界に於ける従業員の最低賃金引き上
げに向けて１，企業の生産性向上　２，販路拡大のた
めの市場調査　３，新たなビジネスモデルの開発 など
を行い企業の活性化を図ることが目的です。
　講師には、就実大学副学長で経営学部長の杉山慎策
教授をお迎えし「マーケティング実践基礎セミナー」「ブ

ランディング基礎セミナー」「ワークショップ」の内容
で４時間の講義をして頂きました。
　参加頂いた組合員企業は 26 社、参加者は 60 名とい
う多くの参加を頂きました。
　セミナー・講義の内容は、報告書としてまとめ３月
中に参加者全員と各組合員企業へお届けします。
　講師の杉山先生から、中小印刷業界は厳しい状況が
続くことが予測されますが、今回のセミナーを契機に、
企業の活性化に向けて取り組んで頂ければと励ましの
言葉を頂きました。

■ 業種別中小企業団体助成金事業

　「マーケティング・ブランディングセミナー 2017」開催
■ 平成 29 年２月１日（水）　■ 県立図書館２階多目的ホール

杉山教授のセミナー

ワークショップ風景

ワークショップ風景

ワークショップの発表
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労務問題 A
社会保険労務士　穐田　恒雄

& ??Q

Q 先日仕事中に、腰痛になりました。労災になりますか？
 ～腰痛の労災認定について～

１，災害性の原因による腰痛について
　災害性の原因による腰痛は、次の要件を満たすものです。
　・仕事中の突発的な出来事によって生じたと明らかに認められること
　・腰に作用した力が腰痛を発症させ、または腰痛の既往症・基礎疾患を著しく悪化させたと医学的に認められること

　具体的には、重量物の運搬作業中に転倒して生じた腰痛や変な姿勢で重量物を持ち上げたため、強い力が異常に作
用して生じた腰痛などが該当します。

２，災害の原因によらない腰痛について
　次の２つに分類することが出来ます。
　１）筋肉などの疲労を原因とした腰痛
　　　約３ヶ月以上に渡り、次のような仕事をしたことにより発生した腰痛は労災の対象になります。
　　・20㎏以上の重たい物、または重量の異なる物を繰り返し中腰の姿勢で取り扱う仕事（港湾荷役など）
　　・長時間立ち上がることが出来ず、同じ姿勢を続けて行う仕事（長距離トラックの運転手など）
　　・腰に著しく大きな振動を受ける作業を継続する仕事（建設用機械の運転など）
　２）骨の変化を原因とした腰痛
　　 　約 10 年以上に渡り、重量物を取り扱う仕事をしたことによる骨の変化を原因として発生した腰痛は労災補償の

対象になります。
　　・約 30㎏以上の重たい物を、労働時間の３分の１以上に及んで取り扱う仕事
　　・約 20㎏以上の重たい物を、労働時間の半分以上に及んで取り扱う仕事
　　 　また、筋肉などの疲労を原因とした腰痛の対象となる仕事を 10 年以上続けた後に骨の変化を原因とする腰痛が

発生した場合も労災の補償対象となります。

　具体的には、厚生労働省の「腰痛の労災認定」で確認下さい。また、腰痛などで日常生活に負担を感じることはないか、
会社に業務上配慮してほしいことはないか、採用時に確認し、その記録を残しておくようにすべきでしょう。

A 腰痛の労災認定については次の２種類に区分しています。
１，災害性の原因による腰痛
２，災害性の原因によらない腰痛
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　昨年８月に全国の組合員対象に、全印工連の環境労務委員会が「環境労務アンケート」を実施しました。今回は労
務問題についての調査結果と対応について報告します。

労務部門（就業規則等）について
　10 人以上規模の企業については就業規則を作成すること、周知を行うこと、労働基準監督署への届け出が必須とな
ります。作成しているが周知を行っていない、届け出を行っていないと回答した事業所は対応が必要です。
　労働条件通知書は人数規模に関わらず、交付しなければなりません。また、一定の項目については書面で交付する
ことになっており、口頭だけではたりませんので注意下さい。
　三六協定は 10 人未満の企業で 220 社締結していないと回答。10 人未満の企業で就業規則を作成していない場合で
も、時間外労働が発生する（１日８時間または１週 40 時間を超える労働がある）場合には労働者代表と締結して、労
働基準監督署に届けなければなりません。毎年、届け出が必要です。
　育児・介護休業に関する法律は、人数規模に関係なく適用されるので、申し入れがあった場合は取得させる義務が
あります。
　定年退職者の再雇用契約でも業務に応じた契約書締結が必要です。
　労務管理は業務を遂行する上で大変に重要なことです。小規模・少人数の事業所でもその対応が必要です。

企業名：広和印刷株式会社
出品者：MUD 商品開発プロジェクトチーム
　　　　 武内 繭、中谷 博之、坂越 生章、細川 直樹、中村 教泰、黒江 ひとみ、小原 尚之、前田 紗希、渡辺 菜月、
　　　　景山 歩美、松浦 克哉
作品名： その電話、詐欺かも？大事なお金を渡さないで！　―特殊詐欺防止の手引き

作品の紹介
　年々被害額が増加し、手口も複雑化している「特殊
詐欺」を社会問題と捉え、特殊詐欺防止を目的とした
パンフレットを制作しました。ターゲットである高齢
者の方がしっかり理解できるよう、イラスト・漫画を
取り入れるなどしコンテンツを工夫しました。また、
日頃から注意を促す仕組みとして「合言葉ポストカー
ド」、組み立て式「注意喚起ペン立て」を付録として付け、
日常生活でも活用できる媒体となるよう工夫しました。

全印工連「環境・労務アンケート調査」結果報告と対策について
～その２～

第 10回メディア・ユニバーサルデザインコンペティション
 一般の部で広和印刷㈱ＭＵＤ商品開発プロジェクトチームが佳作受賞
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九州国立博物館

 支 部 だ よ り

岡山西支部  岡山西支部が研修旅行
　岡山西支部（友野昌平支部長）は、２月３
日（金）～４日（土）に支部親睦研修旅行に
北九州方面に支部組合員８名で行きました。
　初日は九州国立博物館、大刀洗平和記念
館そして大宰府天満宮に参拝し参加者全員
で今年１年の祈願を行いました。夜は、懇親
会で親睦を深め楽しいひと時を過ごしまし
た。２日目は唐津城や唐津市内を観光し、思
い出に残る親睦研修旅行の２日間でした。

岡山県印刷関連産業協議会
協議会ニュース

News
新春恒例「第 10 回親睦ボウリング大会」開催
■ 平成 29 年１月 22 日（日）　■ 両備ボウル
　岡山県印刷関連産業協議会主催の「第 10 回親睦ボウ
リング大会」が、両備ボウルで開催されました。当日は、
８社 40 名が参加し、２ゲームトータルでの試合が行わ
れました。女性の参加者には 20 ポイントが加算され、
試合終了後、表彰式が行われて、大塚会長から賞品が
授与されました。

〈上位入賞者〉
優勝　谷　新治（サンコー印刷）
　　　１Ｇ 151 点、２Ｇ 200 点　合計 351 点
２位　友国　智（シンコー印刷）
　　　１Ｇ 200 点、２Ｇ 148 点　合計 348 点
３位　有竹正彦（コーホク印刷）
　　　１Ｇ 155 点、２Ｇ 188 点　合計 343 点
４位　藤井芳恵（PCK 高速）
　　　１Ｇ 170 点、２Ｇ 123 点　合計 293 点 ＋ 40 点
５位　大谷栄助（オータニ）
　　　１Ｇ 127 点、２Ｇ 181 点　合計 308 点

唐津城

表彰を受ける谷さん 広和印刷の参加者

会場風景
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埼玉県入間郡三芳町竹間沢 283-1 〒354-8577　　
TEL 049-258-1611・FAX 049-259-1771

大阪市天王寺区堂ヶ芝2丁目13番18号大阪支店/〒543-0033
TEL.06-6771-5568　FAX.06-6772-9661

岡山県洋紙商連合会
㈱石 本 洋 紙
 岡山市北区大内田 769-5 TEL.292-8500

岡 山 紙 商 事㈱
 岡山市北区富田 53-1 TEL.225-5151

㈱高 田 紙 店
 津山市東新町 25 TEL. （0868）23-2154

㈱高 田 洋 紙 店
 岡山市南区米倉 72-3 TEL.244-1234

㈱ペーパーックス岡山
 岡山市北区大内田 715-2 TEL.292-5131

㈱丸 加
 岡山市北区岡南町 2-2-36 TEL.222-0216

㈱光 畑 紙 店
 岡山市北区北長瀬本町 13-3 TEL.255-6788

　政府が唱える「働き方の改善」「時間外労働の削減」

「プレミアムフライデー」どれをとっても無縁な政

策の感じである。我々中小印刷業にとっては、「ど

う生き残っていくか」が大きな課題である。

 （K）
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